
20岡競技規則変更点について

【競技規則瀞

第 4 条 チーム

4. 3 ユニフォーム (P141 :解説)

(1)ソックス様の下肢部のサポーターやソックス様ではなくても大腿部のサポーターの着用について

も、 パンツと同様の色のものでなければならないことが規定された.

また、 これらを着用する場合は、 下肢部のものは膝下までのもの, 大腿部のものは膝上までのものでな

ければならない.

第 9 条 ゲーム、 ピリオドの開始と終了 (P 22)

9. 1 第 1 ピリオドは、 ジャンプ ･ ボールでジギ
、ノパ セボ = ボタッワさね朶三ときに始まる.

トス ･アップのボールが主審の手から離れた

9. 2 第 1 ピリオド以外の各ピリオド (各延長時限も含む) は、 ピリオドを始めるためのスロー ･イン

で ,
フ n 牛、乙さね* 套 円ぬミ｢ ｣面の“ワレイャ に触為たときに始まる.

スロー ･インをするプレイヤーにボールが与えられたときに

第 1 0 条 ボールの状態 (P22)

10 2 ボールは次の瞬間にライブになるも表現が変わっている

第 1 6 条 ゴールと点数 (P31)

16.2. 5 プレイヤーがボールを一度つかんでからショットするためには、 ゲーム ･クロックの残りの競

技時間が最低でも 0.3 秒以上を表示していなければならない

第 1 7 条 スロー ･イン (P32)

17.2.4 第 4 ピリオド, 各延長時限の最後の 2 分間にタイム ･アウトが認められ、 タイム ･アウトを認

められたチームのバック ･コートのアウト ･オブ ･バウンズから, そのチームにスロー ･インが与えら

れてゲームが再開される場合には、 スロー ･インは, そのチームのフロント ･コートのスロー ･イン ･

ラインのアウト ･オブ ･バウンズから行う.

円56 【解説】追加

(2) スロー ･インされたボールがコート内のプレイヤーに触れる前にリングに触れた場合は, ゲーム ･

クロックが動いていないので, 2 4 秒オペレイターは 2 4 秒計をリセットしてはならない. ゲームは,

そのままつづけられ, 2 4 秒計は, コート内のプレイヤーがボールに触れたときに動かし始められる.

(3)バスケットの上方に向かって投げられたスロー ･インのボールに, どちらかのチームのプレイヤー

が, ボール全体がリングよりも高いところにあるときあるいはボールがリングの上にのっているときに

バスケットの下から手を入れてそのボールに触れることはインタフエアである.
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しかし, 防御側プレイヤーがこのインタフエアを起こした場合でも, 攻撃側チームには得点は与えられ

ず, ゲームは, フリースロー ･ ライ ンの延長上からのスロー ･イ ンで再開される.

P157 【解説】追加

(6)ただし、 フィールド ･ ゴールや最後のフリースローが成功したあとのスロー ･イ ン以外のスロー ･

インでは、 スロー ･インをするプレイヤーにボールが与えられたあとにアウト ･オブ ･バウンズに出て

きた味方のプレイヤーにスロー ･インのボールを渡すことは第 17条 17.3.2 (1)の規定に違反することに

なり, その味方のプレイヤーのヴァイオレイションとなる.

第 1 8 条 タイム ･アウト (P158 :解説)

(3)タイム ･アウトの終わりに審判がプレイヤーにコートにもどるようにうながしたとき, 審判の指示

に従わずプレイヤーがなかなかコートにもどらない状況が起こってしまった場合, それはチームのコー

チに責任があると考えられる.

不必要に時間がかかりすぎたと審判が判断したときは, そのチームのコーチにプレイヤーをコートにも

どすようにくり返しうながす.

･ プレイヤーをコートにもどすように審判からくり返しうながされたのに, プレイヤーがチーム ･ペン

チから出てこなかった場合は, 審判は, そのチームにあらたなタイム ･アウトを宣する.

･ プレイヤーをコートにもどすように審判からくり返しうながされた結果プレイヤーがコートにもど

ってきた場合は, 審判は, そのチームのコーチに一度注意 ･警告を与える.

そののち, ふたたび同じような状況が起こった場合には, 審判は, そのチームにあらたなタイム ･アウ

トを宣する.

あらたにタイム ･アウトが宣せられたチームにタイム ･アウトが残っていないときは, そのチームのコ

ーチにテクニカル ･ファウルが記録される. このテクニカル ･ファウルは
“C " と記録される.

第 2 2 条 ヴァイオレイシヨン (P158 :解説) 具体例が示された

第 2 8 条 8 秒ルール (P46)

28. 1.2 ボールがフロント ･コートに進められたとは, 次のときをいう.

(1) どのプレイヤーにもコントロールされていないボール (パスやファンブルされたボールなど) がフ

ロント ･コートに触れたとき

(2) ボールがフロント ･コートに両足を触れているそのチームのプレイヤー (攻撃側プレイヤー) に触

れたとき

(3) ボールがフロント ･コートに触れている相手チームのプレイヤー (防御側プレイヤー) に触れたと

き

(4) ボールがフロント ･コートに触れている審判に触れたとき

(5) ドリブルでボールをバック ･コートからフロント ･コートへ進めようとしているときは, ドリブラ

ーの両足とボールがフロント ･コートに触れたとき

2

2011 Nayoro Basketball Association 



第 2 9 条 2 4 秒ルール (P47)

29. 1. 1 目チームのプレイヤーがコート内でライブのボールをコントロールしたチームは, 2 4 秒以内

にショットをしなければならない. このときの 2 4 秒は, 次のときからかぞえ始められる.

(1) チームがボールをあらたにコントロールしたときは, 自チームのプレイヤーがコート内でボールを

コントロールしたとき

(2) スロー ･インのときは, スロー ･インされたボールがコート内のプレイヤーに触れたとき

29. 1. 2 2 4 秒の終わり近くにショットがなされ, そのボールが空中にある間に 2 4 秒の合図が鳴った

場合は, 次のように処置する.

(3) ボールがリングに触れなかったときは, 2 4 秒のヴァイオレイションとなる.

ただし, ボールがリングに触れなくても, リングに触れなかったそのボールを相手チームのプレイヤー

が明らかに直接コントロールすることができると審判が判断した場合は, ヴァイオレイションを宣さず

にゲームをそのままつづけてもよい.

29. 2 2 4 秒計の操作について

29.2は 審判が次の理由でゲームを止めたとき

= ) ボールをコントロールしているチームの相手チームのファウルやヴァイオレイシヨンを宣する.

(2) ボールをコントロールしているチームの相手チームに原因がある理由でゲームを止める.

国 審判がどちらのチームにも関係のない理由 (プレイ中, ゲーム ･クロックが動いているときに 2 4

秒計が誤ってリセットされてしまった場合も含む) でゲームを止める.

ゲームは, 審判がゲームを止めたときにボールがあったところにもっとも近い位置からボールをコント

ロールしていたチームのスロー ･インで再開される.

29.2. 1. 1 そのチームのバック ･コートからスロー ･イ ンが行われる場合は, 2 4 秒計はリセットされ

る.

ただし, 第 5 0 条 50.3 が適用される場合は, 2 4 秒計をリセットせず 2 4 秒は継続してはかる.

29.2. l.2 そのチームのフロント ･コートからスロー ･インが行われる場合は, 2 4 秒計は次のように

操作する.

(1) 2 4 秒計が表示している残りの秒数が 1 4 秒以上であるときには, 2 4 秒計をリセットせず 2 4 秒

は継続してはかる.

(2) 2 4 秒計が表示している残りの秒数が 1 3 秒以下であるときには, 2 4 秒計は 1 4 秒にリセットす

る.

第 3 6 条 アンスポーツマンライク ･ファウル (P179 ･ P180 :解説)

(2)-① 得点が接近しているゲームの終わり近くに, 一方のチームがファウル ･ゲームをしかけてきた

場合は, 審判は, その戦略の変化を感じ取り, ファウルの判定をくださなければならない.

すなわち, ボールを持っているプレイヤーやまさにボールを受け取ろうとしているプレイヤーに対する

防御側プレイヤーの起こすゲーム ･クロックを進めさせないようにするあるいはゲーム ･クロックを止

めようとする触れ合いについては, 審判は,
“アドヴァンテージ/ディスアドヴァンテージの考え方" を
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適用せずに, すみやかにパーソナル ･ファウルを宣さなければならない. このような触れ合いは, アン

スポーツマンライク ･ ファウルではない.

(2)‐③ 第 4 ピリオドまたは各延長時限の最後の 2 分間にスロー eインが行われるとき, スロー ･イン

をするプレイヤーの手からボールが離れる前に防御側プレイヤーがパーソナル ･ファウルを起こした場

合は, そのファウルはアンスポーツマンライク ･ファウルである.

第 3 3 条 からだの触れ合い (P 58)

33. 10 ノー ･ チャージ ･セミサークル ･エリア

ボールをコントロールしてバスケットに向かってドライヴした攻撃側プレイヤーが正当な防御の位置

を占めた防御側プレイヤーのトルソー (胴体) に突き当たったとしても, その触れ合いが起こったとき

にその防御側プレイヤーがノー ･チャージ ･セミサークル ･エリア内にいたときは, その攻撃側プレイ

ヤーに対してチャージングが宣せられることばない.

この規則が適用される要件は以下のとおりである.

(1) ボールをコントロールしてバスケットに向かってドライヴした攻撃側プレイヤーが, ボールを持っ

てジャンプし, コートに描かれたノー ･チャージ ･セミサークルのラインを横切ること

(2) その攻撃側プレイヤーがショットあるいはパスをしようとすること

(3) ショットあるいはパスのボールがその攻撃側プレイヤーの手から離れる前にあるいは離れたあと

に, 床に下りる前または床に下りた勢いで防御側プレイヤーに突き当たって触れ合いを起こしてしまう

こと

(4) その触れ合いが起こったときに, その攻撃側プレイヤーに突き当たられた防御側プレイヤーの両足

がノー ･ チャージ ･セミサークル ･ エリア内にあったこと

ただし, 攻撃側プレイヤーが, 手, 腕, 足, 脚, そのほかのからだの一部を不当に使って触れ合いを

起こした場合には, この規則は適用されず, 通常の規則にしたがって判定がくだされる.

① 防御側プレイヤーに責任のある触れ合いについては, コートに位置にかかわらず, 規則に従って判

定しなければならない.

② ノー ･チャージ ･セミサークルのラインはノー ･チャージ ･セミサークル ･エリアには含まれない.
③ 防御側プレイヤーがジャンプして空中にいるときも この規則が適用される.
そのときの防御側プレイヤーの位置は, ジャンプする前に触れていた床の位置によってきめられる.

④ リバウンド ･ボールを取ったプレイヤーが起こした触れ合いについては, ノー ･チャージ ･セミサ

ークルの外からドライヴをしていないので, この規則は適用されない.

⑤ バックボードの裏側からノー ･チャージ ･セミサークル ･エリアに向かってドライヴしたプレイヤ

ーには, ノー ･チャージ ･セミサークルのラインを横切っていないので, この規則は適用されない.

⑥ ボールをコントロールしてバスケットに向かってドライヴした攻撃側プレイヤーが, ボールを持っ

てジャンプし, コートに描かれたノー ･チャージ ･セミサークルのラインを横切ってボールをパスした

としても, 自分の真うしろを追従してきたあるいは真うしろに位置する味方プレイヤーにパスをしたの

ちに防御側プレイヤーのトルソーに突き当たった場合は, この規則は適用されない.
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第 4 0 条 プレイヤーの 5 回のファウル (P70)

40. 1 1 プレイヤーにパーソナル ･ファウルとテクニカル ･ファウルを合わせて 5 回のプレイヤー ･フ

ァウルが官せられた場合には、 主審窪まりその事実を宣せられる.

審判により

第 4 3 条 フリースロー (P 74)
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43.3.3 (幻両チームのプレイヤー (フリースロー ･シューターも含む) がヴァイオレイションをした場

合は, ジャンプ ･ ボール ･ シチュエイションになる.

第 4 4 条 処置の訂正 (P 77) 【P190 処置の訂正】

44. 3. 3 1 投日のボールがラ4 ヲになる前に誤りに気がついた場合

フリースロー ･シューターの手から離れる前に

(P95) スコアシートがスリーパーソン用に

新しくなったが、 これまでのものでも問題ない
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P 63 スロー ･インの位置が変更 ※コートデザイン変更によるもの

門23 スロー ･インのボールの渡し方

両チームのプレイヤーがコートにもどるまでは、 ボールをプレイヤーに与えてはならない.

コート上に 1 0 人もどっているにもかかわらず、 なかなかこない、 ボールを受け取るのをこばんだり

したと判断したときのみ、 床にボールを置いてゲームを再開させてよい.

スリーパーソン トレイル審判の見る範囲が変わった

(P156 基本的な責任範囲、 P197 スリー ･ポイント)
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審判鱗動きゆ四原則
溌歩シン ヴ賤イ ン (敷きご奴ず〃} :

2 ,人審判制の場合. 10 人のブル ギヤ-‐‐‐をつねに自発き参議学寮

剥が) : 人の審判こね視野の中に入れておくことを 9ポウシンデ会イ
ン◆" と い う

第 lピリオド以外ぬき誉ピリオド (各延長時限を含む) 螢導き擬さず
後 スヒコ… "インくぐりときは. かを熟議

ぷい薦!溝判カミ対角線 に養う淀ま掾章を -!諺な

ること に登羞 が、 写す
‐でタジンノタミ イ ン為釜 とは. 本業面審判が対角

線上述べ事封殺を!ますぬることを意味する用語ではない‘
したがりひと、 面溝渕は、 か登らずしも対角線上に ｢激賞を占め鳶柔,
必要はない-

寿一ル鬱王イヌ濃姦…ヴィンヴ をガード‘#¥ゞ ル海 yかぜ "
裟ス ベ … ス " ウ ォ ッ チ ジ ダ

“ や “ノミネ トレイ ト“ をするために,
またはそれ以外の I:まきJf虜でもよい角度や槐野を!キ尹てプレイを判定す
るためには. 各審判は, プレイやボ… !もの動きに対応して終えず

よい角度や視野を決議ぜと動きつづけて位置を変えていかなけれ‐ぼ
く

ならない

このように絶えずよい位置を擬し〉Iミギ)て動きつづけることを
楴著…〆奉ウェイ ズ衙ム… ヴィ ン ザ

; と い う

スベ←ス部ウオッチ ンダ (章“でき!舵がけが鱈 〆

攻撃側 プレイヤーとその差損まちの防御懲りプレゼヤーとの自尊滋)ス
ペースを 見きれあることを “ス ペース食かオッチン ヴ

▼ という .
からだの融け七会いが起こっているかいをいかを判断寸羞ために
は .
斡ス ベ … ス 滲 ウ ォ ッ チ ン グ

鱈 はリ!瀞常に一重要である.
べ 泳 ト レイ 事′べ 箒 ト レイ シ ョ ン (終ぞ“だかど滋 ノ メコぞ““!を“幻燈 "

シ ョ ッ ト, ドリ ブルキ
バスによっし′てボールがリリー スロー… ツ

インにか延長上よ りもバスケットの近く {にi℃競きつたと き サイ ド“

ライン こさ凌雑費"する審判 (法 人審判制の場合はトキゞ イルこすフィン対そ

,lもふ もプしぞに応じてエン ド全ラインやバスケットもコ行iからで踏
み込んでそのプレずを見るようにすることを 8べ詠トレイ ド あ
るいは 糾べ事 トレイション溥 き い う。
教導日報こ り一寸ゞ きき･- !ゞシャルもプレイ に応じ,て ドライヴして
くるブル イヤー…と 防衛崩せプレイヤー‐‐とのからだの触れ,台いやがっさ

ずオレイションゞを判定するためにはエン ド←ライン秀こぎf:をうた動き
でし〉と事 !･ Lメイ ト

もち} をしてプレイを兄き漱ぎ)なければ蘇らない“
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議 セン芻｣ ･サークル

入り｣ ･ポイント･ライン

第2条 コート

べての線は白色で幅は 5cm

イン･ライン

エンド･ライン

2011 Nayoro Basketball Association 



図2 フリースロー薹ライン,制限区域,ラリースローを行う半円,ノーmチャージ囲セミサークル

フリースローを行う半円

フリースロー･ライン

制限区域

皺 I

邊"〆
三ユ‐トラ川ノリラ

ノー･チャージ･
セミサークル

　　　

　

　
　
　

㈹ 幸

2 .4 .6 スロー ･イン･ライン (図 1)

スロー･イン･ラインは,それぞれのハーフ･コートに,オフィシャルズ･テーブルから遠いほうのサイド･ライン
にコートの外側に向かってサイド･ラインと直角に短いラインを描く.
(1) ラインを描く位置は,当該コートのこのラインのエンド･ラインから遠いほうの緑がエンド･ラインの内側の
緑から8.3 2 5(m )の距離になるよ引こずるにれは,スリー･ポイント･ラインの頂点の位置と一致するところ
である),
(2) ラインの長さは,サイド･ラインの外側の縁から15c mとする.

2 .4 .7 ノ･一･チャージ･セミサークル (図2)

ノー･チャージ･セミサークル白ま,制限区域内に描かれた,次に示すラインをいう.
(1) バスケットの真下を中心とする円周の内側までが半径1.2 5 mの半円と,その端をサイド･ラインと平行に
エンド･ラインの内側の緑から1,2 mの位置まで延長したライン(ラインの端はバックボードの表面の位置
と一致する)

(2) エンド･ラインの内側の緑から半円の中心までの距離は1.575 mとする.
ノー ･チャージ･セミサークルのラインとバックボードの表面を床に投影した仮想的なラインの内側のエリアを
ノー･チャージ･セミサークル･エリアという,
ノー･チャージ･セミサークルのラインとバックボードの表面を床に投影した仮想的なラインは,ノー･チャージ･
セミサークル･エリアには含まれない.
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